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補助事業番号 2017Ｍ-023 

補助事業 名 平成29年度公設工業試験研究所等における機械設備拡充補助事業 

補助事業者名 奥州市 

 

１ 補助事業の概要 

奥州市鋳物技術交流センターは、工芸、機械、景観鋳物の需要拡大と品質向上に結びつく

試験研究、製品試験、商品開発の場を提供する奥州市直営の施設である。 

 本事業は、鋳鉄、ダクタイル鋳鉄、各種合金などの含有炭素・硫黄を高精度に分析し、機

械鋳物や南部鉄器などの新商品開発、材料の品質向上・改良のために必要不可欠であるＣ．

Ｓ（炭素・硫黄）分析装置を導入（更新）しようとするものである。 

 

２ 予想される事業実施効果 

安定的かつ継続的に製品品質の分析、材料品質向上の研究、高付加価値製品の開発等の幅

広い場面で利用することにより、不良製品の低減、新商品の開発、企業の技術力向上につな

がり、地域の機械産業、伝統工芸産業など多分野にわたって機械工業振興に寄与することが

できると考えられる。 

 

３ 本事業により導入した設備 

①Ｃ．Ｓ（炭素・硫黄）分析装置 

 (URL) http://www.oshu-sangyo.jp/industrial/imono-center/cs-bunseki.pdf 

鋳鉄など材質中のＣ（炭素）やＳ（硫黄）の含有量は、その材質の硬さや強度に大きく影

響を与える。Ｃ．Ｓ分析装置は、そのＣやＳの含有量の高精度での測定が可能であり、不良

対策や品質向上、新素材の開発等に活用することができる。 

   Ｃ．Ｓ（炭素・硫黄）分析装置 

 

設置場所：【奥州市鋳物技術交流センター成分分析室】 

http://www.oshu-sangyo.jp/industrial/imono-center/cs-bunseki.pdf
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②本事業に係る印刷物等 

「広報おうしゅう」vol.144（2018.2） 

(URL) http://www.city.oshu.iwate.jp/view.rbz?cd=7970 
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４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 奥州市（オウシュウシ） 

住  所： 〒023-0132 

岩手県奥州市水沢区羽田町字明正131番地 

代 表 者： 奥州市長 小沢昌記（オザワマサキ） 

担当部署： 奥州市鋳物技術交流センター（オウシュウシイモノギジュツコウリュウ

センター） 

担当者名： 主査 上條雄喜（カミジョウユウキ） 

電話番号： 0197-51-8666 

F A X  ： 0197-22-2199 

E-mail ： imono@city.oshu.iwate.jp 

ＵＲＬ ： http://www.oshu-sangyo.jp/industrial/imono-center.html 
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